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201TI　Chlorideによる悪性腫瘍の診断
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　要旨：L）°1Tl　chlorideによる腫瘍スキャンが可能であることを知り，腫瘍イメージに応用してみた．応用

に先立一，てBleomycinとの結合を試みたが成功しなかった．201TI　chloride単独にて腫瘍スキャンを行い，

動物実験および臨床的な観察を行った．

　動物実験においては，腫瘍の摂取率は大体1％前後で，他の腫瘍親和性物質と大差なく腫瘍スキャンの可

能性を示唆した．臨床的には，悪性腫瘍での陽性率は74．7％で他の腫瘍親和性物質と大差なく，また二核種

併用一67Ga　citrateと197HgC12一の場合においてもその陽性率に差異はみとめられなかった．201T1による

腫瘍スキャンは，投与直後より得られるので便利であり，腫瘍スキャンに十分に利用しうる薬剤と思われる．

　われわれは従来より，RIによる悪性腫瘍の診

断1）・2）・3）を行って来たが，最近，心筋イメージ用

に開発された20iTICIによる腫瘍スキャンが可能

であることを知り，腫瘍イメージに使用してみた．

応用に先立って57Co－Bleomycin（以下BLM）を調

整した経験に基いて，201TICIとBLMとを結合さ

せることを試みたが201TICIは，　1価のBLMと

もまた3価のBLMにも結合させることができな

かった．そこで2｛）iTICI単独にて腫瘍スキャンを

行’・てみた．動物実験および臨床的観察を行った．

方　　法

　1）動物実験

　体重209前後のマウスの大腿部皮下にエールリ

ッヒ腹水癌を移植し，皮下腫瘍の成熟した5日後

に2‘）1TICIをloμCi尾静脈より注人し，　lo分，

30分，60分および4時間後に屠殺し，マウスの

各臓器を取り川して，その放射能をウエルカウン

ターで測定，投与量に対する各臓器の1g当りの
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摂取率を算出した．

　また体重209前後のマウスに同様に201T1を尾

静脈より注入し，30秒後，2分，4分，6分，10

分，30分，60分，4時間後にそれぞれ採血し，血

液1m1当りの放射能を算定し，これより血中の消

失曲線を求めた．なおウエルカウンターで測定す

るに当っては201TIの放出する167　KeVのγ線を

使用し，ウインド幅は20％とした．

　2）臨床検査

　主として悪性腫瘍の患者に使用したが，小数例

の非悪性腫瘍，主として肺炎にも使用した．201TICI

は1．2～L5　mCiを静注し，経時的な観察を行っ

た．使用した器具は東芝製シンチカメラ（GCA－10

型）で必要に応じてデーター処理（東芝製DAP－

5000型ミニコン）を行った．エネルギーは水銀X

線である65KeV～82　KeVのものを使用，ウイン

ド幅は20％である．シンチグラムは，投与後10分，

1時間，3時間，4時間，6時間および24時間後に

行った．また他核種との比較については，適当な

間隔をおいて，67Ga　citrate，あるいはi97HgCl2

を投与して比較検討した．

　　　　　　　　結　　果

1）動物実験
a）血中クリアランス（Fig・1）

2°1Tlを投与後30秒，2分，4分，6分，10分，
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Fig．1　Blood　Clearance　curve　of　201TICI　in　mouse

60分，および4時間後に採血し，1m1当りの放射

能を求め，投与量に対する比率を求めると，Fig．1

のような曲線が得られた．すなわち早期において

は急な減少を示し，その後は，プラトー化する．

この曲線は2相～3相の合成指数関数で近似でき
る．

　10分以降では血中濃度には殆ど変化はみとめら

れない．

　b）各臓器の摂取率（Table　1）

　投与後10分，30分，60分および4時間後の各

臓器lg当りの摂取率はTable　lに示す通りであ

る（投与量を100％とした場合）．摂取率の最も高

いのは腎で，10分値15．98％，30分値43．37％，

60分値36．06％，4時間値49．14％にも達した．っ

いで膵で10分値5．73％，30分値10．67％，60分値

13．26％，4時間値lL99％であった．心筋では10

分値8．20％，30分値7．45％，60分値5．07％，4時

間値3．99％であり，腫瘍では，10分値0．77％，

30分値2．15％，60分値L64％，4時間値2．22％で

あった．血液では，10分値0．43％，30分値0．38％，

60分値0．36％，4時間値0．33％で，血液のみは，10

分値より4時間値まで，その値はあまり変化しな

かった．各臓器における経時的な変化をみると血

液においては変化は認められなかったが，臓器に

よっては経時的に増加するもの，たとえば腎，膵，

骨，また減少するもの，心筋とかが認められた．

しかしながら概して30分値と4時間値との間に

Table　l　Deposition　of　201TICI　in　tumor　and　others

　　　　tissues　in　mice，　expressed　as　percents　per

　　　　gram　of　tissues．

Blood
Brain

Lung
Heart
Liver

Spleen

Kidney

Stomach
Intestine

Pancreas

Muscle

Bone

Tumor

10min．30　min．60　min．

0．43％　　0．38　　　　0．36

0．15　　　　0．24　　　　0．26

4．38　　　　5．72　　　　3．75

8．20　　　　7．45　　　　5．07

1．67　　　　6．60　　　　4．09

2．87　　　　4．68　　　4．06

15．98　　　43．37　　　36．06

3．54　　　　4．82　　　　4．43

7．50　　　　5．57　　　　6．28

5．73　　　10．67　　　13．26

3」2　　　2．60　　　2．58

1．34　　　　1．69　　　　2．56

0．77　　　　2．15　　　　1．64

4hrs

O．33

0．27

3．74

3．99

4．99

4．96

49．14

4．37

6．14

1L99
2．53

3．50

2．22

は大きな差異のないものが大部分であった．しか

し10分値と30分値では差異を示す臓器が若干認

められた．その差が著明で30分値が10分値を上

廻る臓器は肝，脾，腎，膵，腫瘍で逆に10分値

が30分値を上廻る臓器は筋肉以外では認められ

なかった．この関係は腫瘍スキャンの開始時間を

考える上で考慮すべき点であろう．

　c）血液に対する各臓器の摂取率（Table　2）

　血液を1．0とした場合の各臓器のactivityの比率

はやはり腎が最も大きくて，10分値37．16倍，30

分値114．13倍，60分値100．17倍，4時間値は，

148．91倍であ一）た．それについでは膵，小腸，胃

の順であり，心筋は，10分値19．07倍，30分値
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Table　2　Deposition　of　201TICI　in　tumor　and　others

　　　　tissues　in　mice，　expressed　as　organ／blood

　　　　ratio

30min．60　min．　4hrs

　1．0　　　　1．O　　　　LO

O．63　　　　0．72　　　　0．82

15．05　　　10．42　　　1L33

19．61　　　14．08　　　12．09

17．37　　　11．36　　　15．12

12．32　　　11．28　　　15．03

114．13　　100．17　　148．91

12．68　　　12．31　　　13．24

14．66　　　17．44　　　18．61

28．08　　　36．83　　　36．33

　6．84　　　　7．17　　　　7．67

　4．45　　　　7．11　　　10．61

　5．66　　　　4．56　　　　6．73

991

Blood
Brain

Lung
Heart
Liver

Spleen

Kidney

Stomach
Intestine

Pancreas

Muscle

Bone

Tumor

10min．

LO
O．35

10．19

19．07

3．88

6．67

37．16

8．23

17．44

13．33

7．26

3．12

1．79

Table　3　Deposition　of　L）olTICI　in　tumor　and　others

　　　　tissues　in　mice、　expressed　as　organ／tumor

　　　　ratio

60min．

0．21

0．15

2．28

3．08

2．49

2．47

21．96

2．69

3．82

8．07

1．57

1．53

1．00

　腫瘍のactivityは投与量に対する摂取率におい

ても，また対血液比においても脳以外の他の臓器

よりも低値であった．このことはわれわれが以前

に発表した他の腫瘍親和性物質，すなわち67Ga

citrate，　i69Yb　citrate　57Co－BLMおよび203HgCl2と

異なる点と考へられる．しかし腫瘍の摂取率は，

1時間値で約1°。であり，この点は，他の腫瘍親

和性物質と大差なく，腫瘍スキャンに充分使用す

ることができるものと思われる．

Blood

Brain

Lung
Heart

Liver

Spleen

Kidney

Stomach
lntestine

Pancreas

Muscle

Bone

Tumor

19　mip・

0．55

0」9

5．69

10．65

2」6

3．79

20．75

4．59

9．74

7．44

4．05

1．74

1．00

30　min．

0．17

0．11

2．65

3．46

3．06

2．17

20．16

2．24

2．59

4．96

1．21

0．78

1．00

4hrs．

0．14

0．12

1．68

1．79

2．24

2．23

22．12

1．96

2．79

5．39

L13
1．57

1．00

19．61倍，　60分1直14．08イltl－，　4日寺間｛直は，　12．09イ音

であ’・た．腫瘍ではIO分値1．79倍，30分値5．66

倍，60分flei：4．56倍，4時間値6．73倍であったが，

この値は脳についで低値であった．

　d）腫瘍に対する各臓器の摂取率（Table　3）

　腫瘍をLOとした場合の各臓器のactivityの比率

は，腎が最も大きくて，10分値では20．75倍，30

分値では20．16倍，60分値では2L96倍，4時間

値では22．12倍であった．血液は，10分値では

0．55倍，30分値ではO．17倍，60分値では0．21倍，

4時間f直では0」4倍であった．

2）臨床的応用

　臨床的に使用した症例はTable　4に示す通りで

ある．悪性腫瘍の症例に限ると，全症例で陽性率

は74．7％であった，各疾患別に分けると，小数例

となるので陽性率は出し難いが，脳腫瘍は全例陽

性であり，甲状腺癌は11例中10例に陽性，原発性

肺癌においては58例中44例に陽性（76％）を示し

たが，転移性肺癌においては，10例中7例の陽性

率であった．また胃癌にも試みたが，全例陰性で

あった，また肺炎，その他肺の炎症性疾患8例に

使用したが，全例において陰性であった．皮膚癌

2例においては陽性所見を得ることができた・

　次に2核種を使用した症例が，30症例程あるが

これはTable　5に示す通りである．総括して述べ

ると，67Ga　citrateおよび197HgC12と比較して，

陽性率に大差がないといえる．＊印のついたもの

は他核種を使用した場合よりも表現が優っている

Table　4　Results　of　20iTICI　imaging　on　malignant

　　　　neOPlasm

Number　Scan　Dysplay

　of　－－
Cases　－　　十　　士

Accuracy

Brain　tumor

Struma　maligna

Lung　cancer

　Primary
　Metastatic

3
1

　
1

8
0

＜
J
lMalignant　lymphoma　3

Gastric　cancer

Skin　cancer

Total

4
へ
∠
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1
　
　
　
　
　
　
1

　
ー
コ
」
－

「

」
0
　
1
44／58

7／10

2／3

0／2

2／2

68／91

（74．7％）
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Table　s　Comparison　of　201TICI　with　197HgCl2　and

　　　　67Ga　citrate

…TICl　l97H・Cl・cll熟

1）K．S．

2）M．E．

3）1．M．

4）T．Y．

5）1．T．

6）H．A．

7）D．S．

8）T．H．

9）K．Y．

10）S．1．

11）T．T．

12）1．F．

13）1．K．

14）M．Y．

15）K．Y．

16）T．K．

17）M．S．

18）E．H．

19）A．H．

20）K．Y．

21）T．A．

22）T．C．

23）K．M．

24）H．T．

25）K．V．

26）N．S．

27）T．Y．

28）NY．
29）M．N．

30）H．G．

Brain　tumor　　十

Struma　maL　　→十＊

　　，，　　　　　十＊

Lung　ca．　　　　　十

　　，，　　　　　十

　　，，　　　　　十

　　，，　　　　十ド

　　　　　　　十　　うり

　　，，　　　　　十

　　，，　　　　　十

　　，，　　　　　十

　　，，　　　　　土

　　，，　　　　　十

　　，，　　　　十ト＊

　　，，　　　　→十

　　，，　　　　　十

　　，，　　　　　士

　　，，　　　　　土

　　，，　　　　　十

　　，，　　　　　士

Met．　Lung　ca．　土

　　，，　　　　　十

　　，，　　　　　十＊

Malig．　Lymph．士

　　，，　　　　　十

Gast．　Ca．　　　一

　　，，　　　　　士

　　ウす
　　，，　　　　　士

Skin　Ca．　　　　十

十

土

⊥
－
十
十

十ト＊

士

十

士

十

十
十
十
十
十
±

　
　
　
ホ
　
ホ
　
　
　
　
　
ホ

十

杵

十
十
十
十
土
十
十
土
士
十

」
」

ー

＊mark　is　superior　to　the　others．

ものであるが，＊印のついた症例が201TICIでは5

症例197HgC12では1症例67Ga　citrateでは3症

例であった．＊印のついた症例はいずれも（±）～

（＋）或は（±）→（杵）と変化したものあって，（一）

→（＋）と変化したものは認められなかった．この

点からも各核種間には腫瘍イメージの表現に大き

な差はないものと考へられる．

　臨床的に201TICIの腫瘍への取りこみの状態を

観察するに当り，肺癌患者について，静注直後よ

り5分後までの間，1フレーム30秒のtime　frame

で記録し，腫瘍部分および心筋部分にROIを設

定して取りこみの推移を調べた．その結果，両者

共に静注後200秒程度でプラトーに達することが

分った．このことより，腫瘍イメージは静注直後

より可能であることが推定された．しかし腫瘍ス

キャンの開始最適時間はBack　groundおよび各臓

器の取り込み率等により判断すべきものであろう．

　次に症例を示す．

　a）　T．1．（Fig．2）

　肺癌，組織診断はsqamous　cell　carcinomaで，

X－Pにて右肺上野に腫瘤状陰影を認める．この患

者に20iTICI　l．5　mCiを静注し10分，1時間，3

時間および24時間後にシンチグラムを行った．ま

た67Ga　citrate投与後3日目にシンチグラムを行

い前者と比較した．

　2〔｝1TIC1による10分後のシンチグラムでは，す

でに腫瘍の部に一致した集積像が認められた・1

時間後，3時間後，および24時間後にもそれぞれ

腫瘍イメージを明瞭に描写することができた．す

なわち腫瘍スキャンは投与直後より24時間後まで

可能であった．しかしその表現特にBack　ground

との関係は多少の差を認める．67Ga　citrateによ

る72時間後の腫瘍スキャンでも陽性像が得られ

ているが，腫瘍集積率は201TICIの場合よりも少

なく，その範囲が不明瞭であった．この症例では

20iTICIの方が，明瞭な腫瘍像を描写していると考

えられた．

　b）　K．K．（Fig．3）

　肺癌の脳転移の患者である．

　201TICI　15mCiを投与し，経時的にシンチグラ

ムを得たものである．さらに1リ7HgC12による腫

瘍スキャンを追加すると共に，C．T．　Scanをも併

せ行った症例である．

　201TICI静注後10分のシンチグラムで，左後頭

部に腫瘍の存在を認める．経時的に腫瘍像を比較

してみると，10分後が最も明瞭に腫瘍を描出し，

時間の経過と共に画像の低下が認められた．

197HgClによる72時間後の腫瘍シンチグラムでも，

かなり明瞭な腫瘍像を示し，かつ201TICIに比べ

てBack　groundが少く，比較的良好な腫瘍像が

得られた．しかし腫瘍への集積は201T1の方が高

　かった．

　c）　G．H．（Fig．4）

Presented by Medical*Online



L’t）iT1（’hl〈）ridc　　二　仁／」：巳・1↑生‖重」嘉び）～膓）lt）i’

1

2

4

D
2）

3｝

after　10Mill．

after　l　hOUr

after　3　hOurs

一　3

993

Fig．2　　Lung　cancer．
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Fig．3　Metastatic　brain　tumor　from　lung　cancer．
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1）　after　10min．

2）　after　6　hours

3）　after　24　hours

1

2
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Fig．4 Skin　cancer

　　　　　　4）

　　　　　　5）

4

5

67Ga　citrate

Photograph　of　skin　changes

　本症例は皮膚」1†1で，左踵に局在するもので骨に

’変fヒ、L及／レーでL・fgし・．

　ユ，，ITIを1｛浄注（、1．5　niCi），その後，10分，6時間，

24時川にシンチグラムを作成した．さらに67Ga

citrate投1∫・後72‖、猴間の像を対照として求めた．

201Tl投．与後10分（7）もので1’／Back　groundが㊦・べ・

高い｛頃lrljに々）るが，611寺川後のものはBack　ground

が滅少しているものの，腫瘍への集積はやや減少

した感がある．24時川後では，腫瘍への集積およ

びBack　ground其に減少しているが，67Ga　citrate

の像よりは明瞭に描出されている．この症例では

201TICIが67Ga　citrate，より優れていたと思われ

る．

　d）　S．S．（Fig．5）

　　甲：1犬1腺ヲ【信（ノ）lllピ1列て’ある，

　Na　1311100！2Ciを経ll投与後，24時間後のIV

状腺シンチグラムでは，右葉に欠損が認められた．

201TICIを投」∫・し，30分後のf象では，　Na　1311によ

る欠損像に一致した20tTICIの集積が認められた．

’
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Fig．5　Thyroid　canccr．

　　　　　　D　1311

　　　　　2）　　arter　30　Mi11．
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201Tl　Chlorideによる悪性腫瘍の診断

　従来の67Ga　citrateその他の腫瘍親和性物質に

よる甲状腺癌のシンチグラムは必ずしも満足すべ

き結果を得られなかったが201TiClにおいてはよ

く描写できた．2°1TIC1は甲状腺癌に対しては，

かなり有利な物質と考へられた．

考　　案

　Tlは周期律表III　A族に属する元素であって

生物学的には，Kイオンに類似の行動をとるもの

で，心筋スキャン用に開発されたものである．

2°1Tlはサイクロトロンにより製造され半減期73

時間，エネルギーは135KeVおよび167　KeVの

γ線と，65～82KeVの水銀K－X線を放出する．

　最近201TICIが，腫瘍スキャンに応用できるこ

とを利波4｝らが発表して以来，腫瘍親和性物質と

して取り上げられるようになったものである．

　われわれは20iTICIの腫瘍スキャンへの応用に

当りBleomycinとの結合を試みた．これは以前に

57Co－BLMを開発した経験によるものである．

BLMは銅イオンとchelate結合しているが，毒性

の問題から臨床製剤には脱銅して使用している．

このchelate力を有するBLMを種々のRIイオン

と結合させ腫瘍スキャンニング剤としての有用性

を検討した．

　D　BLMとRIイオンの結合
　多くの陽イオンはBLMと結合するが，すべて

のイオンと結合するわけではない．これらをまと

めると次のようになる．

　a）BLMと容易に結合するイオン
　　Co（II），　Ga（III），　In（III），　Cu（ID，　Tc（II）

　b）BLMと容易に結合しないイオン
　　Fe（II），　Fe（III），　Zn（II），　T1（1），　Tl（III），　Hg

　　（H），

　これらのBLMと結合しないイオンの中でTl
（D，Tl（IH）は，201T1のもつ適当なエネルギー

のγ線と半減期から期待された．しかしTl（Dは

種々のpHの条件下でもBLMと結合しなかった．

またTl（1）をBr2で酸化して得られたTl（III）も

BLMと結合しなかった．

　そこでわれわれは201TICIの形で腫瘍スキャン

995

を行ったのであるが好成績を得ることができた．

　われわれはシンチグラムを得るに当っては主と

して水銀X線を利用してきた．これは水銀X線は

エネルギーとしては低すぎるきらいはあるが，線

量が豊富なためにデーター収集時間が短縮できる

ためである．低エネルギーであるために，深部の

病巣の検出については不利だとも考えられたが，

臨床的に行ってみて大きな不便は感じなかった．

　エールリッヒ癌を使用したマウスでの体内分布

の実験では腫瘍の摂取率は1～2％前後であり，

他の腫瘍親和性物質，たとえば67Ga　citrate，203Hg

Clと大差はなかった3）．

　この点からも充分な腫瘍シンチグラムを得るこ

とができるものと推定される．

　201TICIは血液量に比例して組織中に移行する

といわれている．臨床的観察においても腫瘍への

とりこみは比較的早い時間よりプラトー化してく

る．このため臨床的には投与後早い時間よりスキ

ャン開始が可能でこのことは20iTICIによる腫瘍

スキャンの際の一つの特徴といえよう．

　臨床例では少数例であるために，症例毎の陽性

率を出すことはできなかったが，悪性腫瘍全般と

しての陽性率は74．7％であって，この数字は，他

の腫瘍親和性物質の陽性率とほぼ同じであった．

この中で他の腫瘍親和性物質と比べて高い陽性率

を示すと思われるものに悪性甲状腺腫があった．

いずれにしろ小数例であるので結論は出せないが，

他の核種より優れていると推定された．今後この

方面への適応は拡大されるものと思われる．

　肺炎その他の肺の炎症性疾患についても少数例

であるので結論は出せないが，全症例共に陰性で

あった．しかし最近では炎症でも陽性像が得られ

たとの報告もあるので，この点についてはさらに

検討が必要である．

　201Tlは元来心筋用に開発されているものであ

るから，心筋に集積するのは勿論であるが，その

他腎，膵，小腸，胃にも比較的多く集積する．随

って，心の周辺部および腹部の腫瘍の検出には充

分に位置的関係に留意しなくてはならない6）．

　201TICIによる腫瘍スキャンは静注直後より24
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時間後まで可能であるが，時間の経過と共に

Back　gro皿dも減少してゆくが，腫瘍イメージも

変化してゆくので，あまり遅い時間でのスキャン

は望ましくない．甲状腺癌においては極めて早い

時期にシンチを行う方が有利であるとの報告7）も

ある．いずれにしても他の腫瘍親和性物質が数日

後のスキャンを余儀なくさせられているのに比べ

ると，早い時間で処理できることは極めて便利な

ことであって201TIC1の利点の一つと考へられる．

開始時間の最適時間についてはなお検討の余地が

ある．また被曝線量も少く67Ga　citrateと同じ程

度であるので，腫瘍スキャンに充分利用できる核

種であると考えられる．

　稿を終るに際し，L’OITICIを提供して頂いた第一・ラジ

オアイソトープ研究所，および日本メジフイジックス社

に謝意を表す．

文　　献

結　　語

　われわれは，201Tl　chlorideによる悪性腫瘍の

診断を試みたが，それに先立って，TlとBLMと

の結合を試みたが，結合は不成功であった．

　そこで201Tl　chlorideの形で腫瘍診断に使用し

た．

　エールリッヒ癌を用いたマウスの実験では腫瘍

の摂取率は，約1．0～2．0％／gで他の腫瘍親和性物

質と大差なく，腫瘍スキャンの可能性を示唆した．

　臨床的には悪性腫瘍としての陽性率は74．7％で

これも他の腫瘍親和性物質と大差なく，また2核

種併用例においても，67Ga　citrateあるいは197Hg

C12と比較しても，臨床的な悪性腫瘍の描出能に

差は見出せなかった．

　201Tlは静注直後よりスキャン開始ができる点

が有利な点であるが，各臓器についてのスキャン
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Summary

Diagnosis　of　Malig皿nt　Neoplasm　with　20iT1　Chloride

Kiyoshi　YANo＊，　Seiichiro　MoRITA＊＊，　Yasuto　FuRuKAwA＊＊，

Noriyoshi　UMEzAKI＊＊＊，　Hisamitsu　KoGA＊，　Akira　KooNo＊＊，

　　　　　　　　Miichiro　OzAKI＊＊and　Hisashi　OoTAKE＊＊

　　　　　＊Department　of　Radiotogy，　Ya〃agawa　Publi（’　Hospi’al

＊＊Depart〃ient　of　Radio’ogy，　K〃rume　Universitγ，　S（・hOO／of　Medi‘・ine

　　　　　　　　＊＊＊Radioisotope　lnstitute，　Kurume｛ノniversity

　　Prior　to　the　present　study，　we　tried　to　combine

201TI　with　Bleomycin　with　unsuccessful　results．

The　incorporation　of　201Tl　chloride　into　malig－

nant　tumor　tissue　was　observed　in　animal　experi－

ments　as　well　as　in　clinical　study．

　　1）　The　animal　experiments　of　mice　with

Ehrilich　tumor：The　uptake　rate　in　tissues　were

higher　in　kidney　and　pancreas　than　tumor　tissue

and　heart　muscle．　The　uptake　rate　in　tumor　was

about　l．0－2．0％of　administered　dose　and　was　the

same　with　the　other　tumor　seeking　substances，　f（）r

example，197HgC12，67Ga　citrate　and　57Co－BLM．

　　2）　Clinical　study：The　positive　rate　of　201TICl

in　malignant　neoplasms　was　74．7％（68　cases／91

cases）．　In　30　cases　of　malignant　tumors　that　were

scanned　either　with　67Ga　citrate　or　197HgC12

and　with　201TICI，　the　positive　rate　was　almost

equa1．

　　The　incorporation　of　20iTICI　into　tumor　was

clinically　observed　and　the　results　obtained　showed

that　the　incorporation　curve　became　plateau　after

200sec．，　which　meant　that　tumor　scan　with

201TICI　should　be　started　shortly　after　administra－

tion．　Consequently，201Tl　seemed　to　be　an　useful

agent　aS　a　tUmOr　SCannlng　agent．

　　Key　words：　201Tl，　Tumor　scan．
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